2022年2月1日　　「最近の私・・・」野村　和男会員卓話

皆さん、こんにちは。
今日は私の卓話に期待をされているようですが、「私の最近」ということで、とりとめもない話にお付き合いください。
今日は時短、弁当持ち帰り例会、また理事会も開催されます。2週間前に、某所で浜口会員より「体調がすぐれないけれど、先生の卓話なので出席します」というようなことをお聞きしました。そのことを聞き、私は1週間くらい眠れない日が続いておりました。
二宮会長、尾田幹事の年度に卓話をさせていただきましたが、その時に私が大阪万博に行った時の大阪のおばちゃんとの会話は皆さんご存じだと思います。
ご存じの通り、無口で赤面症だった私が今こんな風に皆さんの前で話せるようになった、人は変われるものだという話の内容だったという記憶があります。
今日は健康について、私の体を蝕んできたいろんなことを交えながら話をさせていただきます。
厚生労働省の　2020年の発表によりますと、所謂平均寿命は女性が世界第一位　87.74才
男性は81.64才と世界第二位ということでございます。
平均寿命と言うのは、オギャーと産まれてから、その方が亡くなるまで、寺尾会員のところで石材を頼むまで、この死ぬまでの期間でございます。
健康寿命という言葉がよく言われるようになりました。健康寿命となりますと、男性が72.14才、女性は74.79才、このタイムラグが男性で言うと9年、女性で言うと12年間、この間が日常生活に制限がある期間で要支援とか、要介護を迎えるまでが大変厳しい時代になってくるということでございます。
日本は今、平均寿命と健康寿命の差をなくそうとしているわけでございます。
私は一昨年の8月29日に友人のクリニックに行きまして、ヘモグロビンa1cの値が10.9まで上がり、その間、歯が抜けるなど大変な思いをしてきました。薬も二種類「セマグルチド」と「?」を服用しております。この8か月でヘモグロビンa1cの数値が6.2まで下がり
ほとんど糖尿病の気はなくなり、全ての数値が改善されております。
片岡由紀夫会員とは同じ症状をもっていますので、一生懸命2人で戦いながら完治すれはよいと思っております。
ワクチン接種を2回受けました。その結果、何が起こったか?帯状疱疹です。
帯状疱疹というのは、帯状疱疹ウイルスというのがありまして、皆さん、水疱瘡は小さい時にされたと思いますが、その方が50才を過ぎて、それが兆候として出てきます。
実は歯科医師会というのがありまして、1か月に一度、昼食会をするのですが、帯状疱疹が出たことを言うと、歯科医師会で理事をされている先生の中で、最近帯状疱疹多いよねという話がでていたそうです。このあたり。どんな形でワクチン接種が影響しているのかわかりませんが、かなり免疫力が落ちているのかというような気がしております。
コロナ禍となり、2年ちょっとなりますが、中国・武漢から発症したと言われております、このCOVID19。これが世界的なパンデミックを起こしたわけでございますけれど、これが今後どれだけ進んでくるかにかかっているというふうに思います。
今、高知県でも保育所等々子どもたちの感染が増えてきているということで、お孫さんを持っておられる兵等さんもそうですが、小林先生のところは2週間前に初孫が誕生したということでおめでとうございます。
かわいいね、かわいいよねともう当然でございます、さぞかし小林先生は可愛がられるのではないかと思います。

そんなところで、小松信利会員が「中国は何をやっているのだ、コウモリから発症云々と言っているが、しっかり実証してみろ」と言われていますが、私もまったくその通りだと思っております。2月5日からは北京オリンピックが始まるわけでございますが、ここで感染拡大を起こさないように、何とか願いをこめて日本人の選手の活躍をしっかり祈りたいと思います。
そういうことで帯状疱疹なのですが、10月1日に夜中寝ていましたら、背中が異常に痛くなりました。大体、背中の痛い病気はあんまりよくないですよね。
早朝、70分コース歩いて、10月3日(日)にシャワーをした時、姿見で自分の体を見たら
右腹部に赤い点のような発疹がぽんぽんと出ていて、これは帯状疱疹だと思いました。
すぐに安心センターの１階にあります医科の方の緊急センターに行きまして、そこにおられた医師に「帯状疱疹だと思う」と言ったら、「なんで、そんな診断ができる」と言われ、えらいきついなと思いました。それで診察を受けていましたら、「帯状疱疹であろう、明日医者に行けるよね」と言うので、明日は忙しいのでいくことができないと言うと、「あっそう、薬は一日分だけ出します」。
バルトレックスという特効薬があるのですが、その処方が完全に誤っておりまして、毎食後に３回服用しないといけないのを、１日で１錠しかくれませんでした。それで初期にガーンと叩かなければいけなかったのに、叩けなかった。そのあたりが非常に長引いていると思いだして痛みを感じることがあります。
ちょうど例会が始まる前、喫煙所で２本ほど休憩するのですが、片岡孝元会員がそっと寄ってきて　「のんちゃん、帯状疱疹どうで?」と「また痛い」「気をつけんといかんで、自分もなった時、医者に脅かされた、最後はリューマチになるで」ということを聞いて、これをどんなふうに感じたかと言うと、「良質な脅し」だと。悪質な脅しになりますと、脅迫とか、恐喝とかになりますが、良質な脅しは「気をつけなさいよ」ということで話をしてくれたのでないかというふうに思います。
帯状疱疹の方は徐々に回復していますので、しっかりとやっていけばいいのですが、食事制限などでいろんなことをしたことで免疫力を失ったのではないかと思います。そして、しっかりと処方をしてもらったら、もっと早く回復したのではないかと思います。
恨みではないが、これも私の人生だなというふうに受け止めております。
ワクチン接種のことですが、皆さんは２回接種を終わらせて、３回目の接種もそろそろ受けようか、或いは受けられた方が多いと思います。
コロナに関して、いろんな情報が飛び回っています。ここでフェイクニュースかもしれませんが、２回接種したら、抗体ができてスパイクワクチン、正確にはメッセンジャーRNAワクチンと言いますが、これを早期に開発したファイザー、モデルナ、アストロゼネカの製薬会社がありますが、最近、コロナについて詳しい私の同業者から入ってきたニュースによると、ファイザーCO最高責任者はワクチンを接種していないことが判明、またワクチンを開発した博士も同様にワクチン接種をしていない、これはどういうことだ、当然のことながらワクチンが効くということがわかっていれば、真っ先に接種して４回目も打とうと思うはずですが、それが打っていない。イスラエルはすでに４回目の接種をしておりますが、このオミクロンに関しましては３回接種しようが、４回接種しようが全く効果がなかったということが言われていますので、これから受けられる方は慎重に受けるのか、受けないのか判断をされたらいいと思います。
そんなことで、しっかりとした健康を守ることが大事だと思います。
1月23日に高知新聞に入っていただき、東京大学　高齢社会総合研究機構　飯島勝矢教授と高知県健康政策部　家保英隆部長と私で1時間くらいの三者対談をさせていただきました。これは2月23日の高知新聞の一面にゴーイングという企画で出ますので、ゆっくりご覧ください。
東京大学　高齢社会総合研究機構教授の飯島勝矢氏は有名な方で、何をやっているかというと、「フレイル」日本語にすると、「虚弱」と言うのですが、冒頭で話した平均寿命と健康寿命の差、このあたりをどう埋めていくか、それが「フレイル」という言葉で表されると思います。人はどんどん年を重ねると、いろんなところが衰えていきます。そこで、その衰えをどれだけくい止められるかということで、しっかり自分の身体に何をすべきか。
そこが「フレイル」の前、「プレフレイル」に歯と口の健康を守ることが非常に役に立つということでございます。
皆さん、食事をされる時に、なんとなく固いものが食べられなくなった、軟らかいものの方にどんどん嗜好がふえていく、食べているときに食べこぼしがある、うまくのみ込めない、滑舌が悪くなるというような症状がでてくる、やはり、そこはかかりつけの歯科医にしっかり手入れをしてもらい、健康を守ることによって、栄養を自分の身体の中に取り入れて、免疫抵抗力を上げていただきたいと思います。
「サルコペニア」という言葉があります。これは筋力の減少という言葉ですが、年を重ねていくと、スポーツ部の橋本峰人部長のようにフルマラソンを走るとか、そういうことができなくなってきます。まして、ゴルフの飛距離はどんどん落ちてきます。
それで昔、先達が言っていたことは60才過ぎたら、随分と飛距離が落ちて、250～260飛んでいたのが、170くらいしか飛ばなくなります。
二宮会員が最近、100を切れないことがない、どこに行っても90代で回っているとのことを聞きまして、ドキッとしました。実は3年半前から100が切れなくなっておりまして、これは負けてしまうのではないかと。日曜日、このロータリークラブでゴルフコンペがあれば、ちょっと行って、「二宮さん、上手になったね」とほめなければならないのですが、自分が120も叩いていたら、話にならないということです。
3年7か月ぶりに100を切ってから、その後100を切るようになってきたのは、回数を重ねることと今まで白マークから打っていたのが、グレーのシルバーマークのところから打たせてもらうようになり、多少飛距離も違うのかなというふうに思っております。
今日はいろんなキーワードがございました。
最初は浜口美佐から始まり、健康に関して、良質な脅し・・・とにかく自分の身体を守り、健康でいていただくことが大事でございます。
それともう一つは歯と口の健康を守る、健やかな口と書いた「健口」、ここをしっかりと頭に中に叩き込んで、普段からケアをしていただきたいと思います。
そんなことで浜口さんに喜んでいただけたでしょうか。
今日は浜口さんの方向を見て、お話ししようかと思っていましたが、できるだけ皆さんのお名前を出しながら、雑駁な内容となりましたが、ご清聴ありがとうございました。

